
 

 

行方不明 

院長 辻中まさたけ 

長男と自転車で墨俣の桜を見に行ってきた。少し遠い道程ではあったが、親子

の絆を強めるよい機会であったし、寒く厳しい冬が去って春の到来を告げるソメ

イヨシノの花満開状態ははとても美しく、思わず来年も元気で観られるだろうか

という情念が湧き出たほどだ。 

我が息子も中学３年生となり、知らぬ間に身長も伸びて見下ろされる関係にな

っているし、私と違って持久力もあり心臓が３個ぐらい体内にあるのではないか

と感心することがある。親子喧嘩をして負かされるのもそう遠い先のことではあ

るまい。 

都市伝説ではないが、一部の開業医の子供が高校入学時より世間から行方不明

になることがある。そして、私立大学の医学部を出てしばらくしてから地元の業

界に戻ってくる。そういえばうちの長女も昨年から行方不明になっている。来年

は長男もそうなるのだろうか？ 

                           （次ページへ続く） 
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当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方箋の発行をおこなって

おります。ご希望の方は、受付までお申し付けください。 

 

 
最近になって、私が死んだ父親に対して行った最大の親孝行は現役で国立の医

学部に入学したことであるということを確信した。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年４月２５日 
 

 

 

←こんなお便りいただき

ました 
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 ３月１５日～１９日までコンタクトレンズメーカーのメニコンへ

研修に行ってきました。初めはまったく何も判らない状態だっ

たので全てのことが難しく感じました。しかし、徐々にいろい

ろなことを覚えていき理解していくことが出来ました。担当

の先生がとても優しく教えてくださったので判りやすく感じ

ました。その中でコンタクトレンズの装脱

着のしかたが一番難しく、とても怖く感じ

ました。自分自身で装脱着をする時はチ

カラ加減が分かるので上手く行うことが

出来たのですが、他の方に装脱着をする

時はチカラ加減がよく判らなかったし、

はめてもらう方も怖いので眼を閉じてし

まったりして上手く出来ませんでした。しかし何回か行ってい

くうちに最初よりずいぶん上手に出来るようになりました。            

５日間の研修でたくさんのことを覚えてたくさんの実習を

行いました。すべて私にとってよい経験になりました。この研

修で学んだことをこれからの院内業務に生かしていきたいも

のです。                スタッフ 中山 
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★受付に自販機を設置しました★ 

１本１００円で販売しています。     

温かいもの冷たいものどちらでも用意して 

ますので窓口までお声をお掛け下さい。   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑A・Yさんより素敵なお写真頂きました★ 

 

 

 

 

 

 

 

↑N・Mさんより頂きました★   ↑A・Kさんより頂きました★  

      いつも心遣いありがとうございます（＾－＾） 

つじなか便りでは、皆様からの作品を募集しております。 

俳句・短歌・写真・絵画・花など、お気軽に受付まで、お待ち

しております♪ 
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「アジア障害者の会」様へ寄付金を 

お渡ししました。 


